
（様式１） 

地域間幹線系統別確保維持計画 

 

令和 6 年 6 月 5 日 

 

（住  所）長野県飯田市大通 2 丁目 208 番地 

（名  称）信南交通株式会社  

（代表者名）代表取締役社長 中島 一夫 印 
 

１．幹線系統名、区間及び計画期間 

 系 統 名 ： 駒場線 

 運行区間 ： 飯田駅前～中村・阿智高校～曾山入口 

 計画期間 ：令和６年１０月１日～令和９年９月３０日 

 

２．幹線系統の運行に係る目的・必要性（生活交通路線である理由・路線の状況） 

当該路線は、飯田市中心市街地と飯田市西部地区および下伊那郡西部地区（阿智村・平谷

村・根羽村）を結び、阿智村が運行する阿智村巡回バス及び根羽村が運行する西部コミュニ

ティバスと接続する基幹路線であり、ＪＲ飯田駅へのアクセス手段となっている。 

また、飯田市西部地区および下伊那西部地区は鉄道路線が通っていないため、バス路線が

唯一の公共交通手段となっている。このため、通勤・通院・買物等日常生活上必要不可欠な

路線であり、また、起終点には阿智高校、飯田風越高校がある事から当該路線が唯一の通学

手段となっている。 

今後も更に高齢化が進む事から交通弱者の移動手段を確保するために当該路線を存続さ

せる事が必要である。 

 

 

３．幹線系統の運行に係る定量的な目標及び効果 

（１）運行の目標 

 

輸送量を指標とし計画輸送量の 25.9 人以上を目標とする 

 

（２）運行による効果 

当該路線の運行により飯田風越高校生及び阿智高校生の通学手段確保を行う。また、阿智村

巡回バス、西部コミュニティバスとの接続によるネットワーク形成により幹線系統としての

役割を維持する。 

 

４．３の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

 高校の学校行事に合わせた臨時便、続行便の運行（信南交通） 

 全高校新入生に対し利用促進チラシの配布（南信州地域交通問題協議会） 
 「公共交通の日」を設定し利用促進を図る（飯田市） 
 バスロケシステム構築による位置情報の発信（飯田市） 



５．費用負担額 

補助対象期間 欠損見込額※ 

負担額 

国 県 市町村 事業者 

R6.10～R7.9 8,624,796 円 4,177,000 円 4,177,000 円 270,796 円 0 円 

R7.10～R8.9 8,033,974 円 4,016,500 円 4,016,500 円 974 円 0 円 

R8.10～R9.9 8,217,091 円 4,108,500 円 4,108,500 円 91 円 0 円 

※欠損見込額とは、補助対象経常費用の見込額から経常収益の見込額を控除した額 

 

６．収益改善のために行った取組状況  

 

発券所営業時間の見直しによる勤務時間短縮により間接人件費の圧縮を行う 

 

７．生産性を向上する取組 

（１）取組内容 

 

阿智村巡回バス、西部コミュニティバスとの接続・乗換利便性を向上するようダイヤの調整

および結節バス停の環境改善 

（２）実施主体 

 阿智村、根羽村、信南交通 

（３）定量的な効果目標（収支改善率１％以上を原則） 

例：上記取組を実施することにより、収支率、対前年１％以上の増加を目標とする。 

（４）実施に向けたスケジュール 

令和 6 年 12 月 ダイヤ調整会議の開催 

 令和 7 年 4～5 月 阿智村と協議 



（５）実施時期 

令和 7年度ダイヤへ反映 

令和 7年 7月～8月 環境整備 

（６）その他特記事項 

  

 

 

８．広域行政圏の中心市町村に準ずる市町村であるという相当の理由について 

【地域公共交通確保維持改善事業補助金交付要綱別表５に定める広域行政圏の中心市町村

以外へアクセスする路線の場合に記入】 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所）信南交通株式会社      

（所 属）管理部           

（氏 名）林 浩人          

（電 話）0265-24-0009        

（ＦＡＸ）0265-24-0017        

（e-mail）hhayashi@shinnan.co.jp   

 

 

 

 

 

 


